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調査の概要 
 
＜調査の目的＞ 
在学中における成長実感を調査するとともに、学生の実態を調査することで、教育成果の検証を行うとと

もに課題に関する現状把握を行い、改善活動に繋げる。 

 

＜調査の対象＞ 
２０２３年度の秋セメスターに在籍していた 2 セメスター 

から 7 セメスターの学部学生 4,111 人 

 
＜調査の方法＞ 
インターネットによるオンライン調査（記名） 

 

＜調査の期間＞ 
12 月から 1 月末まで 

 

＜主な調査項目＞ 
１） 反対言語の使用レベル 

２） 授業外学習時間 

３） 異文化交流機会 

４） 大学生活の満足度・帰属意識 

５） 成長実感（入学以降 APU で習得した資質や能力） 

６） キャリアプラン 

 

＜回収の状況＞ 
対象者 4,111 人に対し調査を実施し、2,220 人より 

回答を得た（回答率 5４％） 
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＜回答者の属性＞ 
学部別の内訳と国内学生・国際学生の内訳、回答時の所属セメスター別の内訳を以下に示す。 

 

学部別で見ると、ST の国内学生の回答率が他の学部に比して高い。ただし、セメスター別で見ると、以前

より低回生ほど回答率が高い傾向が全体で見られているため、開設年度で 1 回生のみ在籍の ST はその

傾向による影響が明確に出ている。 

国内学生・国際学生の別で見ると、国際学生の方が回答率が１割程度多くなっている。 
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回答状況 
＜授業外学習時間＞ 
セメスター中の 1 日あたりの授業以外の学習時間について質問した結果を以下に示す。 

選択肢を以下のように換算し、平均値を算出した。 

 

選択肢 換算時間数 

a. しない 0 時間 

b. 30 分未満 0.25 時間 

c. 30 分～1 時間未満 0.75 時間 

d. 1 時間～2 時間未満 1.5 時間 

e. 2 時間～3 時間未満 2.5 時間 

f. 3 時間～4 時間未満 3.5 時間 

g. 4 時間～5 時間未満 4.5 時間 

h. 5 時間以上 5 時間 

 

 
 

授業がない日と授業がある日で比較すると、学習時間にあまり差がない。 

4 回生が一番学習時間が長いという結果であった。 

全体平均では、昨年度より学習時間が微増している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国内学生・国際学生別で見ると、国際学生の方が総じて学習時間が長い。 

また、国内学生については 4 回生の学習時間の短くなっており、全体平均との差異が見られた。 
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文部科学省による令和 4 年度「全国学生調査（第3 回試行実施）」0F1によると、76％の回答者が予習・復習・

課題など授業に関する学習（卒業論文等は除く）に費やす時間として、週 10 時間以下と答えている（0 時

間 12％、1-5 時間 63%、6-10 時間 1%）のに対し、APU の学生は週 10 時間未満（１日あたり 2 時間

未満）と答えた学生の割合は約 55%であり、約 45%が週 10 時間以上学修している。また、０時間（学修

しない）と回答した学生の割合も全国学生調査では 15.9％であったのに対し、APU は約 3.2%（授業が

ある日）、約 7.25％（授業がない日）と低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜異文化交流機会＞ 
国際交流・異文化交流の機会について学生に質問した結果を以下に示す。 

「多様な国際・異文化交流をする機会が足りているか」という問いにたいして全体で見ると約 65％が肯定

的（「期待した以上に感じている」「期待通り」）と回答している。 

 

 
 

                                               
1 https://www.mext.go.jp/kaigisiryo/content/000245153.pdf 
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特にコロナ禍においては、国内学生の否定的な回答（機会が足りていない、あっても活かせない）が増加し、

2021 年度は 59.5%が否定的な回答であった。2022 年度の調査において国内学生、国際学生のいず

れも肯定回答が回復しているが、国内学生においては 39.2％が機会が足りない、もしくは機会を活かせ

ていないと回答している。 

今回の調査では、国内学生の機会が足りない、もしくは機会を活かせていないという回答は 22.1％まで

減少している。また、国際学生の肯定的意見の多さ（期待した以上に感じている、期待通りの回答が 73％）

が目立つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜反対言語の使用レベル＞ 
自身の基本言語（日本語または英語）と反対の言語（日本語または英語）に対する使用レベルについて質問

した結果を以下に示す。国内学生の 97％以上が「日本語が母語、または母語レベル」であると答えている

のに対し、国際学生で「英語が母語、または母語レベル」であると答えた学生は約 34％にとどまる。（約 7

割の国際学生にとっては英語も母語ではない） 

国際学生の 90%以上が（「英語が母語、または母語レベル」の学生を含む）「専門分野に関する事柄であれ

ば議論ができるレベル」以上であると回答しているのに対し、国内学生は 23%に留まる。 
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国内学生の大半が英語に対し「日常的な事柄なら議論に参加できるレベル」または「日常生活で短く簡単な

表現が理解でき、話ができるレベル」と答えており、英語で専門分野や様々なテーマで議論するレベルには

至っていないことが分かる。ただし、昨年度と比べると昨年度は 15～18％であったことから、一定程度の

英語運用が可能な学生の割合は昨年度より多い。 

 

また、国際学生のうち「日本語が母語、または母語レベル」の学生を含む）「専門分野に関する事柄であれば

議論ができるレベル」以上であると回答した学生は３３％で、国内学生の英語での同程度のレベル回答

23％を上回った。 

 

経年で見ると、「専門分野に関する事柄なら、議論に参加できるレベル」以上と回答する学生の割合が年々

増加傾向にある。国内学生（英語）で 2 割、国際学生（英語）で 3 割を初めてそれぞれ超えた。また、国際学

生においては英語でも初めて 9 割を超えた。 

 

（参考：経年データ） 
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＜成長実感（入学以降 APU で習得した資質や能力）＞ 
2021 年度より APU Rubric のコンピテンシーに対して、「APU での学生生活を通じて現在までにどの

くらい身に付けることができたと思いますか」という質問を行っている。 

最も成長実感が高いコンピテンシーは「共感（関わっている相手の感情起伏、文化的背景を理解し、受け止

める）」であり、82.8%が「身に付いた（とても身についている、やや身についている）」と回答している。 

2021 年度調査、2022 年度調査の結果を以下でも同様のコンピテンシーで回答数も同程度だった。 

 

一方、成長実感が低いコンピテンシーは「変革力（自分を取り巻く状況に対し、より良いものにかえていくた

めの行動を起こし、新しく肯定的な変化を創り出す）」「自己管理（自らを客観的に捉え、厳しく律しながら、

向上心を持って高めようとする）」であり 75%をやや下回っている。 

2021 年度・2022 年度調査の結果では「変革力」ではなく「自分らしさの発揮（自らの強みを伸ばし、弱み

を克服しながらその個性や特徴を際立たせていく）」があがっていたが、僅差で「変革力」「自己管理」を上

回っていた。 
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＜大学生活の満足度・帰属意識＞ 
大学生活の満足度と帰属意識について「APU に在籍していることを誇りに思うか」（満足度）と「APU へ

の入学を知人や後輩にどの程度勧めたいか」（推奨度）という質問で問うた結果を以下に示す。 

満足度、推奨度共に、約 7 割の学生が肯定的な回答をしており、2020 年度以降若干の上昇傾向がみら

れる。 

ただし、満足度については、回生別で見ると上回生が低くなっているため、入学から卒業までの経年変化

を注視していく必要がある。 

 

 
 

 

（参考：経年データ） 
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推奨度は、「勧めたい（勧めたいと思う、ある程度勧めたいと思う）」が全体平均で 75.３％だった。 

過去 5 年での中では一番推奨度の高かった昨年度の 74.7%を上回っている。 

また、回答の分布は満足度と類似が確認できることから、満足度と推奨度には一定の関連性があることも

伺える。 

 

 
 

 

（参考：経年データ） 

 
 
 
 
（参考：満足度と推奨度の学部別詳細） 

満足度は、過去 3 年間で最も肯定的意見の少なかった 2021 年度に比べると APS で＋６.3 ポイント

（2022 年度と比べ＋0.3）、APM で+４.４ポイント（2022 年度と比べて＋1.5）上昇している。 

ST は新設のため過去比較はないが、今年度の学部中一番満足度が高かった。 
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推奨度も満足度とほぼ同様の結果となった。 

結果から、満足度と推奨度には相関性が高いことが伺える。 
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＜キャリアプラン＞ 
卒業後の進学について質問した結果を以下に示す。国内学生の約 65%以上が大学（学部）までと回答して

いるのに対し、国際学生の約 50%が修士まで、13%が博士まで取得をしたいと回答している。 

昨年度と比較すると、国際学生の修士まで進学を希望する学生が 40％から 50％に増加した点が特徴で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部別で見ると、国内学生には学部間での大きな差異はない。大学院（修士）を希望する学生の最多は

APS だが、学部までを希望する学生の割合はほぼ同等である。 

国際学生も学部までを希望する学生の割合はほぼ同等だった。大学院（修士）を希望する学生は APM が

最多で、大学院（博士）を希望する学生は ST が最多となった。 

 



 14 

おわりに 
＜データの提供について＞ 
在学時アンケートのローデータをご希望の場合は全学企画オフィス（IR チーム）までお問い合わせくださ

い。 

 

＜問い合わせ先＞ 
全学企画オフィス IR チーム（irteam@apu.ac.jp）担当：下村・原 

 


